TOYOTOMI 

トロトス 取扱説明書 

<保証書付き〉 


^^RS^G30C 

アールエスジー シー 


開放式石油ストーブ 



このたびは本機をお買い求めいたださ 
まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、大切に保管し 
ておいて < ださい。 

•取扱説明書を紛失された場合は、お 
買いホめの販売店にご相談ください。 
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田ち全のために必ずお守りください 


•お使し)になる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するた剧こ、必ずお守りし)ただくことを説明してしなず。 
•ここに示した表示は、誤った使しめすこをしたときに生じるを害や損害の程度をなの表示で区分し、説明してしほす。 


A 筒埃 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラを険、または 
火災のを険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負う可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負5可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただ < 内容を、なの絵表示で区分しています。 



この絵表示は、「禁止」され 
ている内容です。 

A A 

この絵表示は、「注意」していた 
だく内容です。 

〇 © 

この絵表示は、必ずしていた 
だく r 指示」内容です。 

説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使い 
いただくための内容び記載されています。 


f A 危険 ( DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 

職 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶础こ使用しなしでください。 

少量の混入でち、火災の原因になります。 

にが）^^^ j 


仁""^ ガソリン!止 J 


A 警告 ( WARNING ) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけなし)でくださし、 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新辭な空気を補給して < ださい。 

•換気ずる場合は、換気扇を使用したり(換気扇を使用ずる場合は、離れた位置の窓を開けないと充分な換気 
びでさない場合びあります。 ）2 ケ所け上の(風の出入りのある)開□部を設けると効率よく換気でをます。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場所では、使用しないで < ださい。 


★スプレー左厳禁 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で宙の圧力び上びり、爆発し、を険です。 


★力ーテン、寝具など可燃物近接厳禁 

參力ーテン、布団、毛布などや燃えやずし化ののそばでは使巧しないでください。义災の原因になります。 
ストーブの前に可燃物を置かないで < ださい。ストーブの熱気で着火して、火災の原因にな D ます。 

•可燃物との離隔距離については、 P 3 の 「★可燃物(木壁、合板、ふずまなど)との距離を離す I の記 

載内容を参照してください。 


★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下して火びつを、火災の原因になります。 


★寝るとさ消火 

寝るときや外出するときは、あず火び消えてしぶことを確認してください。 
また、人目の届かなし)ところでは、使用しないでください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 


I ★給油時消义 I 

給細ま、必ず消火してしぶことを確認し、ストーブの温度び充分に下びってから、他に火の気のない巧で 
おこなって < ださい。 

乂巧の原因になります。 


★油漏れを険 

•給ミ由□□金は確実に締めて < ださい。 

給ミ由□□金を下にして、ミ由漏れびなしにとを確かめてください。 

給ミ由□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、火災の原因になります。 
•ミ由タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しなしでください。火災の原因になります。 


I ★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発生するもの（ガソ U ン、ベンジン、シンナー）や、スプレ 
一を使用しないでください。 

火災の原因になります。 


★空だを厳禁 

なべ、やかんやフライノ ':ンなどは、空だきしなし巧ください。 
空だをすると火災の原因になります。 




























































































































A ; 


告 (WARNING) 


★燃焼筒は正しくセットする 


点火操作後、燃焼筒つまみを左もに2〜3回動かし、燃焼筒び正しく、しん調節器にセットされているか、 
しんの上にのっていないかを、必ず確かめてください。 

燃焼筒び正しくセットされていないと、異常燃焼し、火災になるおそれびあ D ます。 

マッチ点火の場合は、燃焼筒のセットを確認するととちにマッチの燃えかすをしん付近やストーブ内に 
落としたり、置台の上に置かなし巧ください。火災の原因になります。 

マッチや点火巧ライターなどの特に引火性の高いものは、ストーブ及びその周囲に絶対に置かないで 
<ださい。火災の原因にな0ます。 



確認 


A ま意 (CAUTION) 


★大なべ禁止 


ぶ 


•天板からはみ出すよラな大をななべ、鉄板などをのせないでください。 

内部に熱びこちったり炎び横にのびたりして異常燃焼のおそれびあります。 
♦不ま定なやかん、なべなどは使用しなし巧ください。 

転倒するおそれびあ0ます。 


つ 


0 

禁止 


★やかんやなべなどの使用ま意 


やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をして < ださい。 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、外筒（ガラス）び割れたり、異常 
燃焼(立炎)の原因になります。 

かきこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買いホめの販売店に点検を依頼してください。 

ストーブの故障や鐘発生の原因になります。 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。内部に熱びこもり、油タンクふたなどび熱く 
なりやけどのおそれびあります。 



A 

ま意 


★不良な油使用禁止 


変質な油(持ち越したな油など)、不純な油(な油しツ外の油•水•ごみび混入した灯油など)などの不良な油を使用しないで <ださい。 
異常燃焼や故障(しんび下びらない、点火でをない、火び消えない)の原因にな D ます。 


0 

禁止 


★燃焼中移動禁止 


火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると火災になるおそれびあります。 



0 

禁止 


★移動•運搬するとをのま意 


>ストーブを移動する場创ホ、必ず消火し、ストーブの温度び充分下びってから、油タンクを取り出し、傾けなしなうに 
静かに移動してください。 

>修理•引越しなどで、ス I -- ブを運搬される場合は、 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを収納した状態にし、油タンクを取り出し、 
油受けざらのな油を化ず抜いて<ださい。 

運搬の途中に巧ミ由びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


〇 

指示 


★異常•故障時使用禁止 




ミ由漏れやにおい、すすの発生、炎の状態など異常や故障と思われるときは、使用しなし巧ください。 
事故の原因になります。緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消火して < ださい。 


0 

使用禁止 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 


燃焼筒の外筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 


0 

使用禁止 


★高温部接触禁止 


•燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ス I -- ブの上励やガードに手などふれなしなう注意してください。 
やけどのおそれびあります。 

参やかんやなべの取っ手は、加熱している場合ちあ D ますのでやけどにミ主意してください。 



接触禁止 


★高電圧注意 


点火装置は、点火時こ高電圧び発生します。点火プラグに不用意にさわらないで<ださい。 
感電のおそれびあります。 

掃除、点検•手入れをするとをは、必ず r ぐるん Pa 」 のノ V ンドルを収納した状態にして < ださし、。 



感電ま意 


★ふく射熱に長時間あた5ない 


ストーブの間近でふ < 射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 

と < に、幼いお子様やお年寄り、体の不自由なかたや病気のかたなどの暖房には充分にミ主意して < ださい。 



やけどま意 


★ほこりの除去 


燃焼部周辺や置台、製品内部のほこりをとをどを掃除してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙やビニールなどを入れなしなうに注意してください。 
ごみ、ほこりわ唯積すると、異常燃焼や火災の原因になります。 


〇 

指示 

























































































































田ま全のために形ずお守りください 


A ま意 (CAUTION) 


★安全装置の作動確認 


♦使用開始時と、使用中は1箇月こ1回し:!上、巧震自動消火装置を作動させて確実に消火することを確かめて <ださい。 

確実に消火しなし)ときは使用しないで、すぐに修理してください。 

•使用開始時と、使用中は1箇月に1回し:!上、気密油タンクの給油時消火装置び作動することを確かめて <ださい。 
正常にセット、作動しなし化をは使用しないで、すぐに修理してください。 


★点义前の注意 

手入れをした後は、しんに充分灯油びなじむよ5、給油してから約20分待って点火して < ださい。 

レでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点火や消火びでさないことびあ0ます。 

使いはじめや、しんのお 
しんに充分灯油がなじ/ 

★純正部品の使用 



しんなどの部品は、おずトヨト5純正部品(指定された部品)を使用して < ださい。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損な5ばか D でな <、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら使用しないで < ださい。 

ストーフは絶対に改造して使用しないでください。 
不完全な修理や改造はを険です。 


★お子様やお年害りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体の不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低温やけどや脱水症状などにつして周囲の人び充分にま意してください。 


★イ呆管時にしていただ < こと 


•長期間使用しないとき、または保管するときは、必ず巧油を抜いて、「ぐるん Pa 」 のノ V ンドルを収納した状態にしてください。 
傾けたり、横倒しの状態ではイ呆曽しなし巧ください。 

乂災のおそれびあ0ます。 

•しんの手入れ(から焼をク U —ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 


〇 

確認 


A 

を意 


〇 

指示 


分解禁止 


〇 

指示 


〇 

指示 


★廃棄ずるとを 


ス I -- ブを廃棄処分するときは、必ず油タンク、油受けざら内の打油を抜き取り、 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを収納した状戲こ 
してください。（回 M 参照） が- 

な油を入れたままや 「ぐるん Pa 」 の八ンドルを引き出したまま廃棄すると U サイクルの際、 予想しない事故び発生するおそれがあります。 た W 


〇 


★巧の場所では使用しない 


火災や予想しない事故や故障の原因になります。 

f 水平でない場所、不安定な場所） 

•傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないで < ださい。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 

•しっかりしたじょラぶな場所で使用してください。 

•移動車両の中や、不ま定な台の上で使用しないで < ださい。転落 
したり、火災になるおそれびあります。 

r 暖炉などストーブび囲われる場所） 

暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないで 
<ださい。 

火災の原因になります。 

C ほこりや湿気のをい場所つ 

粉類や繊維を取り扱ラ場所や温室•養鶏場など、塵やほこりのをい 
場所では使用しないでください。 

燃焼用空気を取0入れる箇所び目づまり状態になり、異常燃焼を 
起こすおそれびあ D ます。 

( 温室•飼育室など人のいない場所） 

使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれびあります。 

C 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使ラ場所つ 

化学薬品びストーフの熱で変化し、ストーフの故障や、腐食性ガス 
の発生により金属•鏡ガラスなどを傷める原因となります。 


_ 0 

C 風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 ) 使用禁止 

•風のあたる場所や屋外では使用しないでください。 

炎び出てを険です。 

掃除機の排気にちま意して < ださい。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶっかったりっまず 
<場所で使用すると、転倒して事故や火災び起さるおそれ 
びあ D ます。 

r 不ま定な物をのせた棚などの下つ 

落下物により乂巧び起さるおそれびあります。 

r 直射曰光のあたる場所、温度の高い場所^ 

♦異常燃焼を起こすおそれびあります。 

参油タンクのな油びあふれ出て火災のおそれびあ D ます。 

r 可燃性ガスの発生する場所、またはたまる場所^ 

爆発や火災の原因にな D ます。 

r 高地 （1300mL ソ上①場所）） 

酸素濃度び薄いので異常燃焼を起こすおそれびあります。 


★可燃物(木壁、合板、ふすまなど)との距離を離す 


♦ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定し i (上の距離をなつよラにして < ださい。 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は化ず1 m し U 上離して < ださい。 

•上ちの棚などからの落下物びないよラにして < ださい。 

•力ーテンなどび風でゆらいでもス I ブにふれないよラにしてください。 

参家具などからは充分な距離を離してください。 

熱で変おや変色、自然発火することびあります。 
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お願い (NOT に E ) 

、 

\ 

★な油の廃棄 

灯油の廃棄処分は、灯油をお買いホめになった販売店にご相談 < ださい。 

_ J 


固使用ずる場所 



圓各部のなまス 



構造図 


点火プラグ 



-お願い- 

耐熱しんに、な油の燃えかす(タール)がを量に付着しまずと、しんが下が5なくなったり点义しにくくなったりしまず。 
回情管|「9しんの手入れをする J を参照して、しんのか6焼きクリーニングをしてください。 































































































































































囲使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


•包装材の巧に指を入れ、内側に巧り曲げてある部分（凹部)を引 
を出し、包装ネオを下へ下げて、燃焼筒を取り出して < ださい。 


1包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
I ラえで、包装箱から包装材などを取り除を、製品を傷 
付けないよラに取り出してください。 

包装箱や包装巧はストーブをな管するとをに化要です。 
取扱説明書ち忘れずに保管して < ださい。 

-お願い- 

包装材は可燃物でずか5、おず取り除いてください。 


( —お願い一 N 

燃焼筒の端面に 
手、指などふれ 
ないよ5にして 
ください。 

V ノ 



2 ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引を、ガー 
ドを開けて < ださい。 



3 燃焼筒を納めている包装がを取り除を、燃焼筒を取り 
出して < ださい。 


燃焼筒をセットする 


1燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
I し、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動か 
し、燃焼筒び正しくセットされているか 
確かめてください。 

P ガードを、もとの位置に閉じてください。 

-お願い- 

製品の輸送中に生じた外筒访ラス)の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べて < ださい。 



燃料 


A 危険 


★ガソ IJ ン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでくださし、。 
少量の混入でち、义災の原因になりまず。 


0 ® ® 

L 一 J ガソリン！止 


d ) 燃料はな油 ( JIS 1 号な油)を必ず使用してください。 

(!) 不良な油(変質灯油、不純な油）は、絶巧に使用しないでください。 


♦誤ってガソ U ンなどの燃料を使巧したことびねかったとをは 
あわてずに、緊急消火ボタンを押して消火して < ださい。 

参変質な油(持ち越したな油など)、不純な油（な油し U がの油-水- 
ごみび混入した巧ミ由など)などの不良灯油は、絶対に使用しな 
いで < ださい。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで < ださい。 
異常燃焼を起こすおそれびあります。 


(§) な油の保管のしかた 

参巧ミ由は必ず火気、雨水、ごみ、高温 
および直射日光を避けた場所に保管 
してください。 

•灯油容器は専用のをれいな容器を 
使用して < ださい。またな油容器は 
必ず色付をの灯油専用容器を使用し 
て < ださい。 

•巧ミ由容器内の灯油び少ないと温度変 
化により結露して水びたまることび 
あります。 
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•ドラム宙などで、長期間大量にな管しないで < ださい。 
•お子様の手のとどかない所にイ呆曽してください。 


'灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます。 

(火の気のない所でおこなって < ださい。） 

〇 ' 打油 

X ガソリン 

身 極 

濡れたままです。 

すぐに乾いてしまいます。 


良い保管 


悪い保管 


直射日光、雨水び当たらず、 
火気のない;令暗巧へな管。 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外のな管。 




変質な油とは 



•ちい灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 

•曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管したな油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器でな管した打油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色味をおびたり、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため打油は翌シーズンに持ち越さないよラにしてください。 




































































































ぐるん Pa (手回し発電機) 


•本品の点火装置は、電池式ではありません。 •点火の発電目まは、 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを1秒間に！.己〜 

•お客さまび r ぐるん Pa 」 の八ンドルを回すことで回転力を電気 2回転させる回転力び必要となります。 

に変換して、放電点火させる点火ち式を採用しています。 



-お願い- 

•点火操作をするとをは、必ず包装材を取り除いてから点火操作してください。 

参 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを回転させるときは、天板の上に手をのせないでください。 

•すべりやすい床などで使用される場合は、床を傷つけるおそれびありますので、かならず置台に手を添えて r ぐるん Pa 」 の八ンドル 
を回転させて<ださい。 


不純な油とは 



•打油し i (外の油(ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、重油など)びほんの少しでちミ居入 
した巧油。 

•水やごみびミ居入したな油。 



不良巧油煙質な油•不純'打油)の見分けかた (2 つのコップ細意して、片方には水を、をう片方には口油を入れて背後に白い紙をあてます。) 


イ呆管期間び短 <、水と同じ無色透明な 
ら正常。 



白い紙水 


打ミ由 


少しでち色びついていたら使用しない。 



紫外線で灯油び劣化した時は、な油び変 
色しにくく見分けかたび難しくなります。 
ひと夏持ち越した打油は無色透明でち絶 
巧に使用しないでください。 


変質な油や不純な油などの不良な油を使用 
すると 


•変質な油や不純な油などの不良な油を使用しまずと、 
な油の程度にもよりまずげ、1〜30曰のご使用でしんに 
を量のタールびたまり、しんの先端び固くなったり、点义 
しにくくなったり、しんび上下しにくくなったり、炎び大きく 
な5なくなったり、激しいにおいびしたりしまず。 

また、消义時にしんび下び5ず义び消えなくなりまず。 

•水のミ居入した巧ミ由を使用しますと、油タンクに好油び 
残っていても炎びルさくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、異常燃焼を起こして激しいにおいびした 
り、火び消えたりします。 

•ガソ U ン、シンナーなど、揮発性の高いちのび混入 
したなミ由を使用しますと、火災の原因になります。 


-お願い- 

変質なミ由や不純灯油などの不良灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとをは、保証期間中でち有料修理となります。 


万一変質な油や不純な油などの不良巧油を 
使ったときの処置のしかた 

1ミ由タンクやミ由受けざら内の悪いな油を抜を取り、良 
I 質の灯油で内部を2〜3回洗;争してから良質の灯油 
に入れ替えてください。 

(悪いな油び残っていると再発します。） 

2 圆匿置]「9しんの手入れをずる」を参照して、し 
んの巧端の固くなっている部分を、ラジオペンチな 
どで軽くつぶしてか6、しんのか6焼をクリーニン 
グをおこなってください 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、水 
びを量にミ居入している場合は、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取 D 替えは、販売店までお問い合わせください。 






































































囲使用前の準備 


給油のしかた 


A 警告 


徹由は、おボ肖义していることを確認して、ストーブの温度び巧分に下びってか5、 
他に义の気のない所でおこなつてください。 

义災の原因になりまず。 


〇 


油タンクを取り出ず。 

参油タンクを取り出し、給油 □ 
□金を、左 「 C つ」に回して取 
りはずしてください。 

•給ミ由□□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給ミ由 □ 
□金び取りはずしやすくなり 
ます。 
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油量計を見なが 5 給油 
ずる。 

♦市販の給ミ由ポンプの先端をジ 
ャノ（ラの手前まで差し込んで、 
ミ由量計を見なびら給油して< 
ださい。（ホースび抜けないよ 
ラにま意しなびら給油してく 
ださい。） 

参打油は、油量計のほぼ上部(ち 
図の 給油位置 ♦) まで給ミ由し 
てく/■ぞい。 

ミ由タンクの油面び上昇して< 
るとオレンジ色から黒色に変 
ねります。 

入れ過ざますと、あ面れ出る 
ことびありますので充分にミち 
意してください。 


ジヤバラ 


こぼれまを 



お願い 


•ミ由タンクの中にある にぼれまを」 の弁 
び、給油□の近くまで上びっているとを 
は、弁を下へ押し下げてください。 

•ミ由タンクの中にある 「こぼれま栓」 は、 
給ミ由□□金びはずれたときに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で < ださい。 



給油口 


給ミ由ロロ金 


に回して、しっかり締める。 

•カチカチと何度も音びしても 
大丈夫です。 

正しく締まるとミ由タンクの 
ホ色の線び見えな < なります。 

参給ミ由□□金を下にして、ミ由漏れび 
ないことを確かめてください。 



13給油□□金を「カチッ」 
と音びするまでち r ごつ」 


お願い 


給油□□金を斜めに締めた 
りずると、簡単に給油 □□ 
金びはずれ、义災の原因に 
な0まず。 


赤色の線 


11 ipyp. 




しまっている しまっていない 


•油タンクからな油び漏れる状 
態で使用しないでください。 
火災のおそれびあ D ます。 
•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油□□金びあ D ますので、間 
違えないよラにしてください。 
灯油び出な < なったり、故障 
の原因になります。 

•巧ミ由容器のふたも、しっかり 
締めておいて<ださい。 



4こぼれた口油はよくふ 
き取る。 

こぼれた灯油は必ずをれいに 
ふを取ってください。を険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちなります。 




オート給油ポンプ(自動停止装置付)を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)の中には、 
「こぼれまを」 と干渉して、なのよラな不具合状態にな 
り、正しく給油でをないものびあります。 

〔不具合〕]スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置)•ミ由タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置（ち向）を変える。 
(処置)•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 

2 自動停止しない。な油びあ面れてしまう。 
(処置) 参 ポンプの取扱説明書に従って、 
固定具の位置を調節する。 

参上記の処置をしても正しく徹由できない場合は、直ち 
に徹由を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく総由してください。 


•靴:の>】ミ臣* 

♦ストーブを使用するとをは、とをどを給油サインを見て、な油びあるかどラか 
確認し、灯油びなくなる前に給油してください。 

•ミ由タンクに灯油びあるとをは、 r 給油サイン」の色は 「緑」 ですび、な油び少なくな 
ると r ホ」 にをねります。 

参 r 給ミ由サイン」の色び r ホ」 になりましたら、消火して給油してください。 



赤色/イ~~1な油が少な < なると 
給ミ由サイン赤色に変わります。 


ノ 






















































































































点义前の準備と確認 



>ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認して < ださい。可燃物びあると乂巧のおそれ 
びあ0ます。 

>ストーフび水平でま定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒と油タンクのセットを確認ずる 


•点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正し < しん調節器にセッ 
卜されているかど5か、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かして、 
スムーズに動くことを確認してください。 

•ミ由タンクびセットされていないと、気密油タンクの給油時消火 
装置び作動して、しん調節つまみび戻り、点火でをません。 


巧震自動消义装置のセット 


しん調節つまみを、 「点义位置」 のち向（〇 ) に、ゆっくり止ま 
るまで回しまずと、巧震自動消火装置び自動的にセットされまず。 
巧震自動消火装置びセットでをない場合は、一旦しん調節つま 
みを r 緊急消义位置」 のち向（〇)へ回してからおこなってく 
ださい。 


固使いかた 


点义のしかた 


A ま意 


使いはじめや、しんのお手入れをしたをは、しんに巧分な油がなじむよう、総由してか5約吕〇分待つ 
て点义してください。 

しんに充分な油がなじんでいないと、しんの上下操作び重くなったり、点义や消义ができないこと 
がありまず。 


显 

ま意 


•初めてお使いになるときは、点火後、ストーブに付着しているほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらくお使いいただければ 
においはなくなります。 

♦点火後しばらくの間は、炎び安定せず、 r ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくすると炎び安定し、音 
びしな < なります。 


ぐるん Pa による点义のしかた 


1しん調節つまみを r 点义 
位置」の方向に強く止まる 
まで回ず。 

•しん調節つまみを r 点义位置」 の 
ち向（〇)に強く止まるまで回 
してください。手をゆっくりはな 
すとしん調節つまみび少し戻つ 
て止まります。 


>「ぐるん Pa 」 のノ V ンドルを弓 I き出し、確実にロックするまで「ぐ 
るん Pa 」 の； V ンドルを開いてください。八ンドルのつまみび 




> r ぐるん Pa 」 のノ V ンドルのつまみを持って、 r ぐるん Pa 」 の八 
ンドルを左もどちらかのち向に回してください。 r ピィー」と放 
電音びします。回転速度び遅いと r ピィー」と放電音びしても 
着火しませんので、1秒間に1 .5 〜2回程度のスピードで八ン 
ドルのつまみを持って回してください。 



ぉ願ぃ- 


>しん調節つまみび、止まらずに r 緊急消火位置」まで戻 
つてしまラ場合は、油タンクび正しくセットされてい 
るか確認してください。 

> r ぐるん Pa 」 の八ンドルを回転させるときは、天板の 
上に手をのせないでください。 

>すべりやすい床などで使用される場合は、床を傷つけ 
るおそれびありますので、かならず置台に手を添えて 
「ぐるん Pa 」 の八ンドルを回転させてください。 



P 义び着いたことを確認ずる。 

♦火び着いたことを確認したら、 

「ぐるん Pa 」 の八ンドルを回 
すことをやめて r ぐるん Pa 」 

の八ンドルを元通りに収納し 
て < ださい。 

• 「ぐるん Pa 」 のノ V ンドルを収納 
し忘れるとつまみを引っ掛け 
たり、思わめ事故につなびる 
おそれびありまずので確実に 
元通りに収納してください。 

点义しにくい場合は 

♦しん調節つまみを r 点义位置」の方向に強 < 止まるまで 
回してください。 

• r ぐるん Pa 」 の八ンドルを回すスピードび遅いと、点火し 
にくくなります。1秒間に1 .5 〜2回程度のスピードび回 
転の目安です。 

参しんにタールや力ーボンび付着したり、点火プラグに水 
分びついていたり巧れてくると、点火しにくくなります。 
しんのお手入れ、しんの修正、点火プラグの掃除をおこ 
なって < ださい。( 巧原検.手入れ I . 四匿畳参照） 

3燃焼筒のセットを確認する。 

U 点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正しく 

しん調節器にセットされているか、 

しんの上にのっていないかを必ず 

確認してください。燃焼筒び正しく 

セットされていないと、異常燃焼し、 

火災になるおそれびあ0ます。 

お使し、にな5れる時に 

♦しん調節つまみを r 点义位置」 の方向 （ 〇 ) に回してち 
止ま5ずに、ミ肖火ち向（〇)に大きく戻ってしまう場合 
は、一旦、しん調節つまみを r 緊急ミ肖火位置」まで戻して 
<ださい。回せない場合やおい場合は、しんにタールび 
付いています。しんのお手入れめ、5焼きク U - ニング） 
をしてください。または、新しいしんと交換してください。 













































固使いかた 


ぐるん Pa で点义しなし、とき 


1しん調節つまみを r 点义位 
置」の方向へゆっくり回ず。 

参しん調節つまみを r 点义位置」 の鶴〇1 
方向（〇)に、ゆっくり完全に止 
まるまで回してください。 

P マッチや市販の点义用ラ 
イ ターで 点义する。 

•ガードを開けて、燃焼筒を持ち 
上げ、マッチや市販の点火用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 
着けてください。 

•たばこ用のライターで点火しな 
いで < ださい。 

•マッチで点义した場合は、マッチの燃えかずをしん付近 
やス I 'ーブ内に落としたり、置台の上に置かないでくだ 
さい。 

义災の原因になりまず。 



3燃焼筒のセットを確認ずる。 

U ♦火び着しすこことを確認したら、燃 
焼筒つまみを左ちに 2 〜 3 回動か 
し、燃焼筒び正しくしん調節器に 
セットされているか、しんの上に 
のっていないかを必ず確かめて、 

ガードを閉じてください。燃焼筒 
び正しくセットされていないと、 

異常燃焼し、火災になるおそれびあ0ます。 

♦义び着いたことを確認したら、しん調節つまみをかしだ 
け（点义した火び消えなし)程度に）消火の方向に回して 
みて、弓 I っかかりびなくスムースこしんび下げられること 
を確認してから、もう一度しんを上げて使用してください。 
しん調節つまみびスムーズに回らないとさは、燃焼筒を 
持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を始め 
からやり直してください。 



炎の調節のしかた 


/ 

A 警告 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類が乾燥ずると、ストーブの熱気でゆれて落下して义がつき、义災の原因になりまず。 

禁止， 

♦ 

A ま意 

やかんやなべなどをのせた場合は、細むのま意をしてください。 ' 

振動や接触によって、やかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどをしたり、が筒（ガラス）び割れ - 

たり、異常燃焼(立炎）の原因になりまず。 A 

吹きこぼれたり、煮こぼれたりした場合は、お買い巧めの販売店に点検を依頼してください。 /1\ 

ス1ブの故障や鐘発生の原因になりまず。 い、 

やかんやなべなどを油タンクふたの上にのせないでください。 ミち意 

内部に熱がこもり、油タンクふたなどが熱くなりやけどのおそれびありまず。 

ノ 


日•炎の調節は、しん調節つまみを回しておこなってください。 

口—参しん調節つまみを回して炎を調節するとをは、 城ぷ;淵 のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で 
使用してください。 


最大正常燃焼のときの炎の長さは、1：然焼筒の上部より約1〜 3 cm です。 


f 異 常 

正 常 

正 常 

異 常 

X 
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しんの上げずざ 

(炎び大を < 伸びている） 

最大正常燃焼 

最ル正常燃焼 

しんの下げずざ 

(燃焼筒び充分に赤熱しない） 

すすや一酸化炭素び 
. 多<発生する 

炎の長さが1 〜 3 cm 

燃焼筒全体び 
赤熱している状態 

においや一酸化炭素び 
を < 発生する ， 


@炎の大きさは上図のよラに、正常燃焼の範囲でご使用してください。 

•点火後は、燃焼筒び徐々に赤熱し、数分で燃焼筒全体び赤熱します。 

参部分的な炎の伸びや、燃焼筒の赤熱ムラびでるとさは、燃焼筒つまみを持って左ちに軽 <2 〜 3 回動か 
してください。 

•炎びま定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節して<ださい。 

参燃焼中は、とをどを炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。しんび上びりすざていたり、 
燃焼筒びずれていると、すすび出て、異常燃焼を起こしてを険です。 


义力を弱くする場合の注意 



♦前板の火力調節幅の表示を目まに調節して < ださい。 

•火力を弱くした場合でも、燃焼筒全体び赤熱してしぶ状態で使用してください。 

•あまり火力を弱くすると、におし)や一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着し消火時間び長くなります。 

•変質灯油や不純灯油などの不良灯油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大をく 
ならないとともに、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、 11 II 低圍「9しんの手入れをずる」 の項を参照してし 
んの手入れをして < ださい。 









































































消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみの目巧を、 r ニオイセーブ消义位置」まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を「消火」の方向 （ 〇 ) の r ニオイセーブ消义位置」 までゆっくり止まるまで回し 
てください。（速く回すとにおいび出やすくなります。） 


〜已分程燃焼谈び一部残る)して消火します。 

♦しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消义位置」 にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


P 消义を確認する。 

*— •においを少な < するため、約1 



緊急の消义の場合 


® 緊急消义ボタンを巧ず。 

•急连に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」 にあり、火び消えたことをおず確認してください。 

•緊急消义ボタンを巧しても、しんび下び5ず消义できない場合は、しん調節つまみを強 < 左ち向 （ 〇 ) 
に回して、しんを下げてください。 

それでをしんが下が S なし嗎合は、ミ由タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしきってください。（約1時間かかりまず。） 

•時間にま裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップー杯に 00 m C 程段の水をかけて消 
火して < ださい。 


水をかけると水蒸気び出た D 、 ガラスび割れることびあ D ます。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、後で油受けざら内の水の 
入った口油を抜き、しん交換び必要です。 


しんを下げ5れない原圆ホ、しんに夕ールびたまつていたり、水を含んでし巧ことびありまずので、回涯宣 
「9しんの手入れをずる」を参照し、しんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 




-お願い- 

消火後、約已分間は再点火しないでくださし)。燃焼筒び;令えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気び 
出たり、点火しないことびあります。 


圆安全装置 


ク N 


巧震自動消义装置 


•ストーブび地震(震度約已し U 上）や強い振動、衝撃を受けたとを、火災などのを険を防ぐために自動的に消火させるま全装置です。 
参しん調節つまみを「点火」のち向にゆっくりと止まるまで回すと、自動的にセットされます。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、打油びこぼれていないかなど異常び 
ないことを確認した後、再点火してください。 


気密油タンクの給油時消义装置 


•燃焼中にミ由タンクを取り出すと、自動的に消火させるま全装置です。（しん調節つまみの目印び r 緊急消火位置」に戻ります。） 

•ミ由タンクを本体に挿入すると自動的にセットされ、しん調節つまみび回せるよラになります。 

•気密油タンクの給油時消火装置は、消火した状態（しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消火位置」にある場合）でも油タンク 
を抜くと、 r 緊急消火位置」まで目印び戻り、巧震自動消火装置びセットできなくなります。 

-お願い- 

燃焼中に、巧震自動消火装置や気密油タンクの給油時消火装置び働いた場合は、消火時のにおいび強く発生します。給油を 
されるときは、においを抑えるため、しん調節つまみで消火させ、消火を確認してから油タンクを取り出してください。 


团点検•手入れ_ 

r 点検•手入れのしかた 


♦ストーブを消'义し、ストーブの温度が巧分に下がってか6おこなってください。 
参手をけがしないよ5に、手袋をはめておこなってください。 

参まを装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


点検ず入れをおこなうときは 




























































团点検•手入れ 




点検箇所 

点検内容 

処置ち法 

ス1■'ーブの 

参ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

•常に整理•掃除をし可燃物をストーフの周囲に置か 

周囲 

[火災の原因にな D ます] 

ないで < ださい。 

油こぼれ 

参油タンク、油受けざら、置台の表面に、灯油びこぼれたり、 

•こぼれたり、たまった0、にじんだ打油はをれいにふを 

油たまり 
油にじみ 

たまった0、にじんでいませんか。[火災の原因にな D ます] 

取ってください。 

油漏れ 

•油タンクから油漏れはありませんか。 

•製品から油漏れはありませんか。 

[火巧の原因にな D ます] 

•油タンクの給油□□金の、弁部などにはさ すコミ 

まってし、るごみなどを、取り除し、てくださし、 

参な油び漏れてしぶ場合は、すぐに使用を 
やめ、お買いまめの販売店に修理依頼を 
してください。 W 

が筒 

•欠けたり、割れたりしていませんか。 

•お買いホめの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 

(ガラス） 

[異常燃焼の原因になります] 

ス)に交換してください。 



点検箇所 

点検内容 

処置方法 

ほこ 0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 

•反射板や置台にほこりびたまってしほせんか。 

前板の下の隙間に紙やビニールなどび入りこんでいま 
せんか。[異常燃焼や火災の原因にな0ます] 

•1 1|| 保管 I の1〜5項を参照して本体 
を取りはずし、置台と油受けざらの 

隙間 （特にしん案内筒の下部）のほ 
こり、ごみなどを取り除いてくださ^ 

し 1。 掃除機で吸い取るのわ効果が] 

す。 しん案の局の下\ 

巧震自動 
消义装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧震自動消火装置び作動し、そのとをしんび 
下びり、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」に戻 
D ますか。[確実に消火することを確認] 

•しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」に戻らない 
場合は、しんの項の点検をして <ださい。 

•販売店に修理依頼をして < ださい。 

ぐるん Pa 
(発電機） 

•点火プラグのスパーク音は、 「 ピィー」と鳴りますか。 

•音びかすれる場合は 点义プラグの項の 点検をして < だ 
さい。 

電圧び下びっています。 

ノ V ンドルの回転を速くしてください。 

燃焼筒 

♦燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。[異常燃焼の原因になります] 

•フラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除を、 
をれいに掃除してください。 

しん 

•しんの先端にタールが付着して、固くなっていません 
わ、。 

•タールび付着してしぶ場合ま、因] 保管|「9しんの手 
入れをずる」 に従って、しんの手入れをおこなってく 

- お願い- 

•しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで <ださい。 

•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋の換 
気をしてください。 

•しんの手入れをおこなってち効果のない場含は、 

[ 新しいしんに交換してください。 J 

' しんにタールが付着していると、次のよラな不具合が' 
発生しまず。 

•消火操作をしてち、しんが下がらず、消火しない。 

•しん上下の操作が重 <、スムーズにでさない。 

•点火操作をしてち、点火しない D 
、•燃焼筒が赤熱しなかったり、燃焼中ににおいがする。 ， 


点义プラグ 

•点火プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
•点火プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点火不良の原因になります] 

•水をこぼしたりしていませんか。 

•点火プラグびちれてしぶときは、 r 点义プラグの掃除」 

に従って処置をしてください。 

♦点火プラグびしんにくい込んでいるときは、 r しんの修 
正」 に従って処置をしてください。 

気密 

油タンクの 
給油時 
消义装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから油タンクを 
持ち上げると、気密油タンクの給油時消火装置び作動し 
てしんび下びり、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位圖 
に戻りますか。 

参しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」に戻らない 
場合は、しんの項の点検をして <ださい。 

•販売店に修理依頼をして < ださい。 


-点义プラグの掃除- 

♦ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグの電極や碍子部分 
に付着した巧れを取り除いてください。 

•掃除び終りましたら、元通りにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付け、 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを回 
して正常に点火するかどラか確認して < ださい。 

•点火しにくかったり、点火しない場合は、 r しんの修正」 をするか、もう一度きれいに掃除し直してください。 
また、 しんの手入れ(か5焼きクリーニング) をおこなうと、点火プラグに付着した巧れび取れやすくなり 

ます。 （ 1111低管 I 「9しんの手入れをずる」 参照） 



しんの修正 


•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火プラグ近くのしんの側面を内側に、割り害などで 
軽く押さえるよラに撫でて、しんを整える。 

参一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、 r ぐるん Pa 」 のバンドルを回して点火してください。 


しんわ 、 b 離す! ■てし、 包 

しんに接觸している 



4な 

しんと点火プラグの間を少し離す 


图定期点検 


長期間ご使用になりますと、機器の点検び化要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買いホめ店、または、修理資格者[(財) 
曰本石ミ由燃焼機器な守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など]のいる店 
などに点検依頼されることをおすすめします。 



































































图故障項常の見分けかたと処置方法-修理を依頼される前に- 
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処置方法 

し 

ん 

しんの出過ざ。 

〇 


〇 


〇 





しんを下げて、炎を調節する。 

しんの出び少ない。 

〇 

〇 



〇 




〇 

しんの高さを調節する。新しいしんと交換する。 

しんに水を含んでいる。または油受けざら内に 
水び入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

しんの手入れをずる。または、新しいしんと交換する。 

油受けざら、油タンク内の灯油を正南な灯油に交換する。 

しんにタールびついている。 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

燃 

焼 

筒 

燃焼筒びしんの上にのっている。 



〇 


〇 

〇 

〇 



点火してから必ず燃焼筒つまみを持って左ちに 2 〜 3 回 
動かす。 

燃焼筒の変形。 



〇 


〇 

〇 




内炎筒、が炎筒び変形していないかを確かめる。（変形して 
し、る場合は販売店に連絡ずる） 

しん調節器と燃焼筒との間にすき間びある。 



〇 


〇 

〇 




しん調節器の上面にタールびついていないか。または燃 
焼筒下部に不揃いびないかを調べる。 

が筒(ガラス)にひびや割れびある。 



〇 


〇 

〇 




燃焼筒を交換ずる。 

燃 

料 

灯油び変質している。（巧れた油やポ IJ 容器で1 
年間持ち越した油など） 

〇 

〇 


〇 

〇 


〇 

〇 

〇 

しんにタールびつく原因となるので正常なな油に交換する。 

な油び 水 やごみを含んでいる。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 

正常な灯油に交換する。 

ン 

給油□□金び間違っている。 

〇 

〇 








給油□□金を正しいをのに取り換える。 

油タンクび本体に入っていない。 

〇 









油タンクを本体に入れる。 

度 

) V ンドルの回較スピードび遅い。 

〇 









八ンドルを1砂間に].日〜2回廣の速さで回す。 

点 

火 

装 

置 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 









コードびはずれていると去は正しく差し込む。 

その他は販売店に達絡する。 

点火装置びショート(短絡)している。 

〇 









ショートしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 

点火プラグの電極び正常でない。 

〇 









点火プラグが破損していないか確かめる。 

(破損している場合は販売店に連絡する） 

点火プラグびしんにくい込んでいる。 

点火プラグび巧れている。 

〇 









しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 

置 

、台 

製品内部に、ほこり、ごみびたまっている。 



〇 







製品内部を掃除する。 

J 


この表な がの不具合びあるときや、 処置ち法により処置をしても良くならないときは、使用を中止し、お買いまめの販売店にご相談ください。 


四部品交換のしかた 


f 

A ま意 

点义装圖ホ、点义時に高電圧び発生しまず。点义プラグに不用意にさわ6ないでください。 
感電のおそれがありまず。 

A 



感電を意 


参しんなどの交換部品は必ずトヨトミ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

♦替えしん、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買い巧めの販売店までお問い合わせ < ださい。 
•部品び販売店になし鳴合は、別紙の お客様相談窓 [3^^ までお問い合わせください。 

インターネットでの部品の購入は、 http :// toyotomi.shop 14. makeshop . jp / をご覧ください。 


部品交換のときのま意 


参ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーフは消火し、温度び充分下びるまで待って < ださい。 

③感電しなし、ように、 r ぐるん Pa 」 の八ンドルは収納しておし、てください。 

③手讶ブびしなしなうに、手袋をはめてください。 

参不完をな修理はを険でず。お買い巧めの販売店か、（お）曰本石油燃焼機器な守協会でおこな5技術管理講習会修了ち(石油機器 
技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた 


トヨト5純正適合しん 


トヨ 耐熱 しん 第20種 ( TTS -20) 商品 コード: 1101朗07 


しんの交換方法•ま意内容は、 
耐熱しんに添付されている： 
取扱説明書をお読み<ださい。^ 



燃焼筒の交換のしかた 


検査に合格したしんにはこ 
のマークび 貼ってあります。 
マークの 色彩は、白地に赤 
インクで表示されています。 


燃焼筒 


商品コード:11121906 


燃焼筒び変形した場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お買いホめの販売店、 
または、別紙の I お客様相談窓口一覧 J までお問い合わせください。 


点义プラグの交換のしかた 


点火プラグを交換すると动ま、お買い求めの販売店または、別紙の I お客様相談窓□一 覽」までお問い含わせください。 


、 


ノ 































































の保管(長期間使用しない場合) 


/- 

A ま意 

長期間使用しないときまたは保管ずるときは、必ずな油を巧いてください。 

傾けたり、横倒しの状態ではな管しないでください。义災のおそれがありまず。 

〇 



指示 


1油タンク内の灯油を巧き 
取る。 

①ス I ブか5油タンクを取り出し、 

市販の給油ポンプ(手動式)をミ由夕 
ンクのこぼれまをを巧し下げて、な 
なめに底まで押し込んで、ミ由タンク 
内のな油を抜さ取って < ださい。 

-お願い- 

こぼれま栓は、 はずせません。割り害などの棒を使って 
こぼれま拴を巧し下げたりしないでください。中に入って 
しまうことびありまず。 



③わずかに残った灯油は、油タン 
クに給ミ由□□金を取り付け、油 
受けを本体の中から取り出して 
給ミ由□□金に押し当て、ミ由タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
さい。 



2 


緊急消火ボタンを押して、巧震自動消火装置を作動させ、 
しんを下げてから、ガードを開いて、燃焼筒を取り出し 
て < ださい。 



3 r ぐるん Pa 」 の八ンドルを弓 I き出し、中央の止めねじを取り、 
「ぐるん Pa 」 のノ V ンドルを弓 I を抜いてください。 




5 本体の両側面と背面にある止めねじ3本を、取りはずし 
てください。本体を前ちに傾けなびら、ゆっくりと上ち 
に持ち上げて取りはずしてください。 




6 


油受けざ5内のな油を巧き取る。 


油受けを取り出してから、油受け 
ざら内のな油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で抜を取ってください。 
•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったまま保管すると、鐘 
や巧あさの原因にな D ます。を 
れいな灯油ですすざ洗いをして 
<ださい。残ったな油は、巧切 
れなどで吸い取ってください。 



——感震部の点検•手入れをおこなラ 

参ごみやほこりびついていた6、 

やわ6かいなでをれいにふさ取 
つて < ださい。 

♦鐘がを量に発生してし、る場合は、 

お買い巧めの販売店に修理を依 
頼してください。 

♦ス I 'ーブ内のちれは、濡れた巧 
でふいて落とし、乾いた巧で水 
気を取り除いてください。 



7本体とつまみ類を元通りに組付け、「ぐるん 
Pa 」 の A ンドルを止めねじ1本で取り付け、燃 
焼筒をしん調節器の上に正しくのせてください。 


8な油を巧いた油タンクを本体にセットします。 

g しんの手入れをする。（か！5焼きクリーニング) 

■ -お願い-^ 

参しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

参しんの手入れ中はにおいがしまずので、部屋の換気を 
おこなつてください。 

•燃焼筒を取 D 出してしんの状態を 
確認し、しんの先端び固 < なって 
いる時は、ラジオペンチなどで固 
し、部分を軽くつぶしてからおこ 
なってください。 

①燃焼筒をのせ、通常の点火操作を 
して、正しぐ燃焼させて < ださい。 

③火力び小さくなったら、しんを 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしをつてください。 

10緊急消义ボタンを巧す。 

I W 巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にしてく 
ださい。 

11「ぐるん Pa 」 の A ンドルを収納状態にしてから 
包装箱に収納ずる。 

包装箱に入れて、湿気の少ない場所に保管して < ださい。 
r 取扱説明書」 ち忘れずに大切にな管して < ださい。 

-お願い- 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、な管しないで 
ください。 

鐘が出たり、樹脂部品が変形ずる原因になりまず。 

•油タンクはな油を巧を、本体にセットして巧管してく 
ださい。 

♦な油の廃棄処分は、な油をお買い巧めになった販売店 
にご相談ください。 



♦な油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使いきる)ようにしてください。 

























































图廃棄ずるとさ 


因]匿 S の1〜6項を参照して、ミ由タンク、油受けざら内の灯油を抜き取り、各自ミ台体の指導に従って廃棄してください。 


回仕様 


难式の呼び 

RS - G 30 C 

外形寸法 
(置台を含む） 

高さ 

454.5 mm 

種 類 

自然通気お開放式石油ストーブ 

幅 

已巨 2 mm 

しん式•放射形 

奥行 

279 mm 

点火方式 

発電式電気点火 

しん 

種 類 

普通筒しん 

使用燃料 

巧ミ由 (J IS 1号） 

トヨ耐熱しん第2□種 ( TTS -20) 

最大燃料消費量 

3.01 kW (0.292 L / h ) 

呼び 

寸法 

内径 

8已 mm 

暖房出力 

3.01 kW 

厚さ 

2.5 mm 

ミ由タンク容量 

4.0 L 

吸上量 

200% 

燃焼継続時間 

約 13.7 時間 

安全装置 

巧震自動消火装置(しん降下式） 

気密油タンクの給油時消火装置 , 

U 量 

約目.已 k 旨 


可アフターサービス 


保証について 


•巧記書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をごお認のうえ大切に保管してください。 

•巧証期間は、お買い巧めの曰より1年間でず。 

-お願い- 

なのよラな原因による故障および事故につをましては、な証の対象となりませんので注意してください。 

(1) 変質好ミ由や不純灯油などの不良灯油、また灯油(がの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかなかったために起こった故障や事故。 

(3) 純正部品し:!がのものを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったことによる故障。 

(4) 消耗品（しんなど)の故障。 

(已）この取扱説明書や、ミ主意書、ラベル類によるを険•警告•ま意•お願い事項び守られず、誤った使いちをされた場合の 
故障や事故。 

♦その他詳細の保証内容については、な証書の記載内容をご覧 < ださい。 


修理を依頼ずるとさ 


♦间 I 故障•異常の見分けかたと処置ちま1 に従って、処置をおこなってください。 

直らないとをは、使用を中止し、必ずお買いホめの販売店に修理を依頼してください。 

•ご連絡いただをたい内容はなの通りです。 

① 品名' ''石ミ由ストーブ（自然通気お開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び… RS - G 30 C 

③ お買いホめ年月曰 

④ 故障の状況(できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に際しましては、な証書を提示して < ださい。な証書の規定に従って、販売店び修理させていただをます。 

♦保証期間び過ざていてち、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただをます。 

•修理料金は、技術料,部品代,出張料などで構成されています。 

•修理'引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、八ンドルつまみを収納状態にして、油タンク、油受けざら内の灯油を抜い 
てください。運搬の途中に灯油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造な切り後日年です。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

(!) 消耗•劣化ずる部品 

参使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、給油□□金、油受け 
参変質打油、不純灯油などの不良灯油の使用で劣化しやすい部品…しん 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買い巧めの販売店、または I お客様相談窓□一覧 I (別紙参照）までお問い合わせく 
ださい。 



















































i - ai - s 石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約束するちのです。 

お買いホめ曰から下記期間内に故障が発生した場含は、本書をご提示のラえ、お買いずめの販売店に修理をご依頼 <ださい。 


型式 RS - G 30 C 

巧証期間お買い巧め曰より 1 年間 

※お買い巧め曰 

年 月 

曰 

※お客様 ご芳名 


様 

干 □□□-□ 

田日 


ご住所 



〔電話 

( ) 

] 

\ 


ノ 


(※印欄に記入びない、あるいは購入-支払いを罰明するものびない場合は 
無効とな D ますか5必ずご確認 <ださい。） 


※，版売店名-住所-電話番号 


瞧名ち屋市瑞穂区桃園町 5 蚕 17 号 
で^エ V で个丄干 467 - 08 已已。〇已 2 - 822-1 144 


【無料修理規定】 


1 . お買いホめ曰から上記な証期間中に、取扱説明書、本体 
貼附ラベル等のま意書に従った正甫な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買いホめの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日- 
支払いを証明するちのをご提示のラえ、お買いホめの 
販売店または当社にご依頼<ださい。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でも、なの場合は有料になります。 

(ィ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のま意書に従わない 
使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び 
損イ f 

(口） お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃-輸送等による 
占女障巧巧員伊 

(八） 火災、 地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害その他 
の環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定し U 外の燃料、または変質打油や不純な油などの 
不良灯油を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）一般家庭巧しツが(例えば、温室や業務用の使用、車輛- 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(へ）部品妨肖耗による故障や損傷、部品交換及びメンテナンス 
用 

(卜）本書にお買いホめ年月曰.お客様名.販売店名の記入 
のない場合、あるいは字巧を書を替スりれた場合。通 
信販売等で購入され、それを証明する商品の送り 
状-支払明細書の提示びない場合。ネット販売を利用 
した個人売買品や譲ミ度品、中ち品(再生品)の修理。 

(チ）修理をご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

己.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
な管して < ださい。 

参このな証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するちのでず。従ってこの保証書によって、 
な証書を発行している者（保証責任者）、及びそれしツがの 
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、巧証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いホめの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

♦保証期間経過後の修理、補修用性能部品のな有期間について 
詳し<は、取扱説明書の「アフターサービス」の項をご覧く 
ださい。 

参お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービスを動、及びその後のま全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了承 
ください。 


修理メモ 


株式会社 i-ai-s 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社 干 467-08 已已 
名古屋市瑞穂区桃園町5番]7号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL 〈〇已2〉 822-1] 44 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 



















